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１．はじめに 

 熊本県塩屋漁港（図図図図----1111 参照）の埋立計画地内の干潟において、

環境庁、水産庁、熊本県およびＷＷＦＪ（(財)世界自然保護基金

日本委員会）の各レッドデータブックに絶滅寸前種などとして記

載のある貝類、甲殻類の貴重種が 14 種（表表表表----1111 参照）発見された。 

 計画どおり埋立てられた場合、貴重種の生息する干潟全域が消

滅することとなるため、これら貴重種の保全を目的とし、ミチゲ

ーション計画として、「埋立計画の縮小による現地での保全」と

「代替地への移植による保全」の両面から検討を行った。 

２．埋立計画の縮小による現地での保全 

  最初に「現地での保全」を最優先策として、埋

立計画を縮小し、貴重種の生息する高潮帯から前

面の泥質干潟を帯状に残した平面計画を複数案策

定し比較検討した。しかし、貴重種が生息する干

潟前面の埋立護岸工事が既に大部分進捗しており、

いずれのケースも北端のわずかな区間を唯一の海

水の流出入口とせざるを得ず、干潟保全区域奥部

までの海水交換性などの課題により、代替地への

移植による保全を実施することとした。なお、貴

重貝類の移植による保全は、全国的にもほとんど

前例がないものである。 

３．代替地への移植による保全 

(1) 移植地の必要環境条件の整理 

現生息地である塩屋漁港での環境調査結果および既存文献から移植適地の条

が茂り淡水の流入により低塩分の湿潤な状態が干潮時にも保たれること。②高

珪藻類を伴う岩石や流木などがあり、餌場や隠れ場として有効であること。③

物が生育し、貝類の露出乾燥に対し保護となること。④人為的撹乱が少ないこ

(2) 移植地の選定 

移植地の必要環境条件を考慮した結果、移植候補地として熊本市南西部の戸

の干潟を選定した。移植候補地の干潟は、北部の高潮帯の陸地に淡水の細流が

流木が多数うちあげられていること、高潮帯にヨシやシオクグなどの塩性地植

カミミガイ類やフトヘナタリの生息に好適な環境として期待された。移植候補

高などの環境調査を実施した結果、上記の環境条件に加えて、底質、干潟地盤

重種生息地の環境条件に類似しており、また、塩屋漁港に生息している貴重種

息が確認され、これらの種については移植地としての適性が確認された。 
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件を整理した結果、①後背地に樹木

潮帯近くまで泥質で上縁部に付着

ヨシやシオクグなどの塩性湿地植

と。が挙げられた。 

馳島(図図図図----1111 参照)にある延長約 500m

流入していること、高潮帯上部に

物群落が形成されていることはオ

地の干潟生物相、底質および地盤

高と潮位の関係は、塩屋漁港の貴
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(3) ゾーニングの基本方針 

  移植先のゾーニングの基本方針は次のとおりである。①移植地で同種の個体の生息が確認されたオカミミガイ、

ウスコミミガイは、生息確認箇所を移植先とする。②移植地では同種の個体の生息は確認されなかったが、生息

環境に共通の属性を持つ他の貝類が確認されたシイノミミミガイ、フトヘナタリ、キヌカツギハマシイノミガイ

は、それらの貝類が確認された箇所を移植先とする。③移植地で確認されず、かつ生息環境に共通の属性を持つ

他の貝類も確認されなかったセンベイアワモチ、ヒロクチカノコガイに関しては、塩屋漁港での生息環境調査結

果、既存文献からの生息環境を考慮し人為的な環境整備を行い移植する。④同一の地域に多数の個体を移植した

場合、生態系(環境容量)に悪影響を与える可能性があるため、他の貴重種の移植候補地と重複しないようにする。 

 また、今回の移植計画では、アズキカワザンショウをはじめとする７種の貴重種は、有明海固有種であること、

塩屋漁港においても個体数が極めて少数で、移植しても持続的な存続が困難と予想されること、逆に移植地で既

に適度な生息密度があり移植した場合、環境容量を超える可能性があることなどの理由から移植対象外とした。 

(4) 貴重種生息環境の整備 

塩屋漁港の従来の生息地と移植地との最大の

相違は、低潮帯、中潮帯の泥干潟から高潮帯ま

での間がやや勾配が急で、転石を伴う硬い砂礫

質の浜となっていることで、中潮帯から高潮帯

までは干出時に乾燥しやすく、高潮帯の湿潤な

泥質干潟面を好むセンベイアワモチやヒロクチ

カノコガイの移植、保全を成功させるには、環

境整備を行い好適な生息環境を作り出すことが

必要であると考えられた。今回の移植計画では

図図図図----2222 に示すように、干潟北部高潮帯の塩性地植

物群落前面に、淡水細流の流入を横切る方向に

延長約 20m の石積みの堤防を作り、その背後を

一部掘削して泥質堆積物の自然補給を促し、更

にその上に流木や転石を積み重ねてセンベイア

ワモチとヒロクチカノコガイの棲み場所兼採餌

場所を確保する生息環境整備を実施した。 

４．モニタリング調査結果 

 平成 12 年 5 月下旬に生息環境整備を行い、6

月中旬に貴重種の移植を実施し、更に移植後 4ヶ月 調査を実施した。今

回のモニタリング調査では、移植した全ての貴重種 個体や類似した生息

環境を持つ種が確認され、移植地としての適性が良

環境整備地の泥質堆積部分に移植したヒロクチカノ

５．おわりに 

 今回実施した貴重種移植の成否については、貴重

つの判定基準になると考えられる。移植地で長期的

底生生活を安全に送れることが必要である。これら

分に理解することを必要とするが、今回移植した貴

モニタリング調査と、生息環境の維持・管理を行い

いくことが重要であると考えている。 
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図-2 生息環境整備図 
いと予測されていたオカミミガイ、フトヘナタリおよび生息

コガイについても、良好な結果が得られた。 

種が移植地で世代交代を重ね長期的に存続していくことが一

に存続するためには、交尾、産卵、幼生の着定(変態)を経て、

のことを詳しく論じるには各貴重種の生活史などの生態を十

重種については、ほとんど解明されていない。今後、適切な

貴重種の着生状況、生態などについても調査・研究を進めて
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